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６月 27 日（水）に公益社団法人シャン

ティ国際ボランティア会の山本英里さんを

お迎えして子ども図書研究室講演会「本、

図書館の力～海外の現場から～」を開催し

ます。山本さんは、東南アジアを中心に図

書館を通じた子どもたちへの教育支援に長

く携わってこられました。皆さまお誘いあ

わせのうえ、是非おいでください（詳細は

裏面）。平成 30年 7 月１日～11月４日の

間の毎週日曜日に、中学生を含む 15 歳未

満の方にも研究室を一部開放します。研究

室内貸出可能資料の閲覧、貸出、返却、レ

ファレンスなどのサービスを行います。詳

しくは HP でお知らせします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

『列車はこの闇をぬけて』 

ディルク・ラインハルト／作 

天沼 春樹／訳 

徳間書店 

2017 年 12 月 

合衆国へ働きに行ったきりの母さんを追い、

故郷グアテマラを出た 14 歳の少年ミゲル。偶

然出会った同年代の仲間と共に、最貧国といわ

れる国から世界で最も豊かな国、アメリカ合衆

国への過酷な旅が始まる。貨物列車の屋根に乗

ってメキシコを縦断するこの旅は、ギャングや

警官、追いはぎ、更には、飢えや寒さ、渇きと

の戦いでもあった。ドイツ人の著者が実際に出

会った少年たちをモデルに、現地で取材を重ね

て執筆。不法移民の実情と実態を伝え、世界に

目を向ける一冊にも。【中学生から】（眞子） 

 

 

『うちゅうひこうし  

になりたいな』 

バイロン・バートン／さく 

ふじた ちえ／やく  

ポプラ社 2018 年１月 

 

宇宙飛行士になって仲間とスペースシャトル

に乗って宇宙に行ったらすごい研究をいっぱい

して…という夢を、１ページ１文の歯切れよい

簡潔な文章で展開させている。鮮やかな地球の

緑と宇宙の青、絵をふちどる黒線もシンプルで、

はっきりした色彩が魅力の絵本である。 

1930 年アメリカ生まれのバイロン・バート

ンは、のりものを描いた絵本を多く出版した。

本作は復刊された３冊のうちの１冊。 

【５、６歳から】（宮﨑） 

文学 

新着資料から 

絵本 

◆新刊サロンのご案内 

今年度も新刊サロンを開催します。子ども図書研究室の 

新刊を囲んでおしゃべりしませんか？公立図書館司書 

や学校図書館司書、ボランティア、子どもの本に興味の 

ある方など、様々な立場の方が参加される会です。お気 

軽にお越しください 

日時： 6 月 13日（水）、8 月 15 日（水）、10月 17 

日（水）、12月８日（土）、2 月 20日（水） 

いずれも午前 10 時 30分から 12 時まで 

会場：県立中央図書館 子ども図書研究室 

※開催約１か月前から、HP のイベント情報に案内を出 

し、受付をします。当日のご参加も可能です。 

申込：来館、電話、FAX またはＥメールにて 

問合せ：県立中央図書館（静岡市駿河区谷田５３－１） 

電話：054-262-1246 FAX：054-264-4268 

E メール：ｗebmaster＠tosyokan.pref.shizuoka.jp 

◇子ども図書研究室のテーマ展示（現在）◇ 

◆おばけの本 ◆講演会関連資料展示  

◆追悼 かこさとしさん 
最新の子ども図書研究室だよりは、 

HPに随時掲載しています。 



 

 

子ども図書研究室 

講演会 

 

 

 

本では、年間約 4,000 冊の子どもの本が出

版されており、私たちにとって本を読むこと、

図書館があることはあたりまえのことです。け

れども、世界には本を知らずに育つ子どもも大

勢いるそうです。今回の講師山本英里さんは浜

松のご出身で、アフガニスタンなど、アジアの

子どもたちへ本を届けたり図書館を作ったりす

る活動をされてきました。活動を始めたころに

は、「もっと他にすべき支援があるのでは」とい

う葛藤もあったそうですが、続けていくうちに、

本や図書館が人々にもたらす力を改めて感じる

ことができたそうです。山本さんが出会った子

どもたちのお話を伺うことで、世界の子ども達

の現状を知ると共に、本が子どもたちにもたら

す普遍的な力について考える機会にしていただ

きたいと思います。山本さんの近著『わたしは

10 歳、本を知らずに育ったの。』（合同出版）も

ぜひお読みください。 

 

 

 

『すずちゃんののうみそ』 

竹山 美奈子／文 

岩崎書店 

2018 年１月 

自閉症スペクトラム

（ＡＳＤ）の娘をもつ母親

が、娘の卒園時にクラスの友達に宛てた手紙が

きっかけとなり刊行された絵本。すずちゃんの

行動を不思議に思いながらも、自然に友達とし

て受け入れてくれた皆へのお礼として、「すずち

ゃんのなぞ（障害）」をやさしく説明している。

保育園の友達に宛てたとのことだが、ＡＳＤを

理解するために読むのなら小学校中学年以上が

よいのでは。巻末に自閉症の主な特徴に関する

解説などが記載されている。著者は三島市在住。

【小学校中学年から】（安田） 

日 

◆県立中央図書館 子ども図書研究室講演会 

「本、図書館の力 

～海外の現場から」のご案内 

講師：山本 英里 氏 

（公益社団法人シャンティ国際ボランティア会）   

日時：平成 30 年 6月 27 日（水） 

午後１時～３時（開場 12 時 30 分）    

会場：県立中央図書館 ２階講堂       

定員：200 人（先着順 要事前申込） 

対象：15 歳以上の方（中学生を除く）     

申込：来館、電話、FAXまたはＥメールにて 

電話：054-262-1246  

FAX：054-264-4268 

Eメール：ｗebmaster＠tosyokan.pref.shizuoka.jp 

◆「子ども図書研究室 講師派遣」事業 

            をはじめます！ 

今年度より、県内各市町立図書館及び学校図書館

等における児童図書資料に関わる研修に、県立中

央図書館の児童サービス担当職員を講師として派

遣します。 

対象となる研修： 

県内の各市町立図書館及び学校図書館等で子ど

もと本をつなぐ活動をしている 10 人以上の団

体が主催する研修。 

期間：平成 30年７月 1 日～平成 31年２月２８

日の平日（11 月は除く） 

会場：当館ほか、県内各市町立図書館、生涯学習

センター等の公共施設 

内容：全て初心者向けの講義・研修です 

（1）読み聞かせ入門 

（2）子ども図書研究室案内と活用方法案内 

（3）小学校低学年から中学年への読書案内 

（4）小学校高学年から中学生への読書案内 

（5）ブックトーク入門 

申込期間：平成 30 年６月１日（金）から、定員

になり次第終了  

※詳しくは当館ホームページをご覧ください。 

新着資料から 

絵本 


